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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽 しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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佐

井

村

消

防

団

定

期

観

閲

式

（
五
月
十
六
日
・
ア
ル
ザ
ス
前
駐
車
場
）

今 月 の 紙 面

２～ ４ 村の話 題

５～ ６ 保健婦 だより

６月のイ呆健事業

７～８ 教育 だより

９ 税務だより

１０ 国保 のしお り

１１ 年金

１２ 交 母だより

１３～１４ 原子 力だより

１５～１７ おしらせ

１８ くらしの情 報



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課 まで

連絡ください。

百

歳

お

め

で

と

う

磯
谷
地
区
（
総
代

新
田
奸
右

衛
門
）
で
は
四
月
七
日
、
百
歳
を

迎
え
た
田
中
み
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
祝
賀
会
を
、
地
区
住
民
、
来
賓

出
席
に
よ
り
盛
大
に
開
催
し
ま
し

た
。田
中
み
や
さ
ん
は
、
明
治
二
十

七
年
四
月
七
日
、
青
森
市
新
城
で

生
ま
れ
、
子
守
の
た
め
八
歳
か
ら

十
三
歳
ま
で
磯
谷
で
生
活
し
、
そ

の
後
、
大
阪
の
紡
績
工
場
に
勤
め

た
あ
と
、
十
九
歳
の
と
き
磯
谷
の

田
中
家
に
嫁
い
で
き
ま
し
た
。

長
寿
の
秘
決
は
、
長
年
針
仕
事

を
得
意
と
し
て
き
た
こ
と
か
ら
手

先
、
指
先
を
常
に
動
か
す
こ
と
、

ま
た
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
政

治
や
ス
ポ
ー
ツ
に
感
心
を
も
ち
、

頭
を
使
う
こ
と
、
食
事
は
一
日
六

回
～
七
回
に
分
け
て
食
べ
る
こ
と

な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。最
近
は
、

細
川
首
相
や
米
不
足
な
ど
に
興
味

を
も
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

プ
ロ
レ
ス
中
継
は
特
に
好
き
で
欠

か
さ
ず
見
て
い
ま
す
。

当
日
の
祝
う
会
で
は
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
入
場
す
る
と
大
き
な
拍

手
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た

り
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
元

気
な
姿
を
見
て
目
頭
を
押
さ
え
る

人
も
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
顕
彰

状
の
伝
達
、
村
か
ら
の
金
一
封
や

村
社
協
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
そ

の
度
に
自
ら
手
を
差
し
伸
べ
て
載

い
て
お
り
元
気
達
者
で
す
。
地
区

総
代
の
挨
拶
、
村
長
の
祝
辞
と
つ

づ
き
み
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
「
皆

さ
ん
今
日
は
、
わ
の
た
め
に
ど
う

も
あ
り
が
と
う
」
と
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
は
鏡
び
ら
き
の
酒
が
ふ
る

ま
わ
れ
、
磯
谷
地
区
に
伝
わ
る
お

め
で
た
い
席
で
披
露
さ
れ
る
手
踊

り
が
華
や
か
に
踊
ら
れ
、
終
始
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
で
祝
う
会
が
滞

り
な
く
終
了
し
ま
し
た
が
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
、
み
や
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
あ
や
か
り
、
「
自
分
の
健
康
は

自
分
で
つ
く
る
。」
と
い
う
意
識

を
高
め
検
診
率
日
本
一
を
目
指
す

こ
と
を
誓
い
散
会
し
ま
し
た
。

み
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
長
生
き

の
陰
に
は
、
本
人
の
摂
生
も
あ
り

ま
す
が
、
家
族
全
員
が
温
か
く
見

守
っ
た
こ
と
も
要
因
に
上
げ
ら
れ

る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

ご
家
族
の
協
力
の
も
と
健
康
で
一

つ
で
も
年
を
重
ね
、
長
寿
青
森
県

コ

ま
た
日
本
コ

併
せ
て
磯
谷

地
区
の
検
診
日
本
一
を
目
指
し
て

載
き
た
い
も
の
で
す
。



『
安

心

の暮

ら

し

の

中

心

火

の

用

心

』

－

佐
井
村
消
防
団
定
期
観
閲
式－

五
月
十
六
日
小
ｍ

の
降
る
中
、

佐
井
村
消
防
団
（
横
浜
松
雄
団

長
・
団
員
二
〇
〇
名
）
の
日
頃
の

成
果
を
発
表
す

る
定
期
観
閲
式

が
、
津
軽
海
峡
文
化
館
（
ア
ル
ザ

ス
）
前
広
場
を
会
場
に
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

佐
井
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

を
合
図
に
観
閲
者
が
入
場
、
現
況

報
告
、
通
常
点
検
が
き
び
き
び
と

行
わ
れ
た
あ
と
、
ま
と
い
振
り
が

演
じ
ら
れ
、
続
い
て
ポ
ン
プ
操
法

で
は
、
消
防
団
の
ほ
か
川
目
婦
人

消
防
協
力
隊
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ

操
法
、
福
浦
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

消
火
栓
操
法
、
佐
井
村
保
育
所
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
演
技
な
ど
が
行

わ
れ
、
観
客
か
ら
盛
ん
な
声
援
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
お
さ
い
橋
通
り
で
の
分
列
行

進
の
あ
と
、
各
分
団
ご
と
に
一
斉

放
水
が
行
わ
れ
、
曇
り
空
に
七
色

の
水
が
空
高
く
上
が
る
と
来
賓
や

観
客
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
永
年
勤
続
者
や
一

般
協
力
者
の
表
彰
、
祝
辞
な
ど
が

行
わ
れ
、
会
場
を
ア
ル
ザ
ス
し
お

さ
い
ホ
ー
ル
に
移
し
、
盛
大
に
祝

賀
会
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。

表
彰
を
受
け
た
み
な
さ
ん

消
防
庁
長
官
表
彰

■

永
年
勤
続
功
労
章

第
六
分
団
分
団
長

大
石

義
一

青
森
県
知
事
表
彰

一

永
年
勤
続
功
労
章

第
二
分
団

部
長

福
田

義
一

班
長

福
田

栄
一

団
員

岡
本

文
雄

団
員

和
田
喜
久
男

第
三
分
団

部
長

鹿
島

秋
夫

第
七
分
団

班
長

田

中

明
正

青
森
県
消
防
協
会

長
表

彰

■

表
彰
状

佐
井
村
消
防
団

第
一
分
団

■

勤
功
章

第
五
分
団
副
分
団
長

福
田

茂

第
六
分
団

部
長

滝
本

清
昭

■
永
年
勤
続
章
二
十
五
年
以
上

第
二
分
団

部
長

福
田

義
一

班
長

福
田

栄
一

団
員

岡
本

文
雄

団
員

和
田
喜
久
男

第
三
分
団

部
長

鹿
島

秋
夫

第
七
分
団

班
長

田
中

明
正

■
永
年
勤
続
章
二
〇
年
以
上

第
二
分
団

班
長

長
島

修

第
三
分
団

班
長

松
本

正
一

第
四
分
団
分
団
長

川
畑

勲
夫

部
長

木
下

昇
次

部
長

宮
木

幸
雄

団
員

中
村

米
一

団
員

宮
川

久
雄

団
員

館
脇

正
博

団
員

福
田

功

団
員

館
脇

秀
章

一

永
年
勤
続
章
十
五
年
以
上

第
一
分
団

部
長

竹
内

修

団
員

能
登

秀
樹

第
二
分
団

団
員

和
田

和
彦

第
四
分
団

班
長

横
浜

昭
彦

団
員

田
中

忠
幸

第
六
分
団

団
員

大
石

保

■
永
年
勤
続
章
一
〇
年
以
上

第
一
分
団

団
員

樋
口

達
也

団
員

若
山

真
一



大

き

く

成

長

し

て

ま

た

逢

い

ま

し

よ

う

Ｉ
佐
井
小
児
童
が
バ
ケ
ツ
を
片
手
に
お
手
伝
い
Ｉ

佐
井
村
漁
業
協
同
組
合
（
組
合

長

新
田
常
雄
）
は
、
こ
の
ほ
ど

古
佐
井
川
上
流
約
ご
丁

五
しｍ
地
点

で
第
一
一
回
目
の
サ
ケ
稚
魚
の
放
流

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
放
流
に
は
、
佐
井
小
学

校
（
校
長

奥
本
算
人
）
の
五
・

六
年
生
六
十
三
名
が
色
と
り
ど
り

の
バ
ケ
ツ
を
も
っ
て
参
加
し
ま
し

た
。児
童
た
ち
は
、
バ
ケ
ツ
の
中
で

元
気
よ
く
泳
ぎ
回
る
サ
ケ
の
稚
魚

に
「
め
ん
こ
い
」
、
匸
兀
気
で
大
き

く
成
長
し
て
ま
た
逢
い
ま
し
ょ

う
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
そ
っ
と

放
流
し
ま
し
た
。

約
五
セ
ン
チ
に
成
長
し
た
サ
ケ

の
稚
魚
は
、
ふ
る
さ
と
の
川
で
数

日
間
生
活
し
、
や
が
て
海
へ
下
り
、

生
れ
ふ
る
さ
と
を
確
認
し
な
が
ら

遠
い
北
太
平
洋
へ
旅
立
ち
ま
す
。

三
～
四
年
北
太
平
洋
で
生
活
し

や
が
て
み
な
さ
ん
が
中
学
生
と
し

て
大
き
く
成
長
し
た
と
き
放
流
し

た
サ
ケ
も
大
き
く
成
長
し
て
戻
っ

て
き
ま
す
。

同
漁
協
で
は
、
年
間
約
二
百
ト

ン
の
サ
ケ
が
水
揚
げ
さ
れ
、
そ
の

全
部
が
漁
協
加
工
場
で
の
サ
ケ
加

工
品
の
原
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
源
管
理
型
漁
業
の
推
進

を
図
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
サ
ケ
の

稚
魚
放
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
約
二
〇
〇
万
尾
の
サ
ケ

の
稚
魚
放
流
を
計
画
し
て

い
ま

す
。

新しい先生を
紹介します

佐
井
診
療
所
長

中

林

孝

”
〃ＮＩ●、Ｉ胛

４月１日付けで佐井診療所に赴任と

なりました。

去年は大間病院に勤務していたため、

顔見知りの方も多いと思います。今後

は地域住民のニーズに応えるべく頑

張っていく所存です。

また、みなさんとともに診療所の正

しい利用の仕方を考え、実践していき

たいと思っています。

よろしくお願い致します。

む
っ
下
北
支
部
長
表
彰

■
優
良
団
員
章

本

団

部
長

大
石

光
範

第
四
分
団

班
長

横
浜

昭
彦

第
五
分
団

部
長

横
浜

武

第
六
分
団

班
長

大
石

勲

佐
井
村
長
表
彰

■
感
謝
状
（
永
年
勤
続
退
団
者
）

前
第
三
分
団
団
員

加
藤

謙
一

前
第
四
分
団
団
員

館
脇

和
男

前
第
四
分
団
団
員

中
村

米
一

前
第
五
分
団
分
団
長
横
浜

芳
男

前
第
五
分
団
部
長

川
村

昇
一

前
第
八
分
団
分
団
長
荒
川

昭
夫

」
（
一
般
協
力
者
）

宮
川

尚

法

性

寺

樋
口

丈
芳

㈱
竹
本
建
設

内
藤

み
ね

古 佐 井 橋 ・ 大 佐 井 橋 を 清 掃

佐 井 村 身 体 障 害 者 福 祉 協 議 会

・清掃奉仕 （若山正会長）

４月１０日早朝より佐井村身体障害者福祉協議会では、

両佐井の橋の清掃を行いました。

この事業は、福祉協議会の事業の一環として毎年行われ

ています。冬の間にたまった土ぼこりもきれいに取り除

かれ、道行く人も心もちすがすがしい気持ちになったみ

たいです。

会員の皆様どうもごくろう様でした。



保 健 婦 だ よ り

健診結果を生かして

健康を守りましよう

～定期的に健診を

受けましよう～

田

は

じ

め

に

５
月
に
基
本
健
康
診
査
と
が
ん

検
診
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
受
診

さ
れ
た
方
の
中
に
は
、
結
果
が
来

る
の
を
心
配
し
な
が
ら
待
っ
て
い

る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

健
診
の
役
割
は
、
成
人
病
を
は

じ
め
と
す
る
病
気
を
早
期
に
発
見

し
、

ま
た
各

自
の
健
康
状
態

を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

こ
の
健
診
結
果
の
意
味
を
十
分
に

理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
生
活

の
な
か
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
つ
ま
り
、
健
診
を
受
け
っ
ぱ

な
し
で
は
意
味

が
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
異
常
を
指
摘
さ
れ
て
も
、

痛
く
も
か
ゆ
く
も
な
い
か
ら
と
放

置
し
て
お
く
と
、
い
つ
の
ま
に
か
手

に
お
え
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
も

決
し
て
ま
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
診
の
判

定
を
健
康
の

バ
ロ

メ
ー
タ
ー
と
し
て
、
毎
日
の
生
活

習
慣
の
改
善
に
役
立
て
ま
し
ょ

圓

健

診

の

結

果

を

生

活

改

善

に

生

か

そ

う

健
診
で
少
し
で
も
体
の
異
常
が

み
っ
か
っ
た
ら
、
医
師
や
保
健
婦

等
の
指
導
を
う
け
る
と
と
も
に
、

そ
の
日
か
ら
で
も
生
活
習
慣
を
改

善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
村
で
は
基
本
健
康
診

査
の
結
果
説
明
会
を
行
い
、
こ
れ

か
ら
の
生
活
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
が

わ
か
る
よ
う
に
保
健
婦
と
栄
養
士

が
各
自
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
相
談
に

の
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
結
果
説
明
会
に
来
て
相

談
を
受
け
た
人
の
割
合
は
八
五
・

ハ
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
平
成
四
年
の

六
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
比
べ
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
川

目
は
九
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
一

番
高
く
、
次
い
で
長
後
九
五
・
八

パ
ー
セ
ン
ト
、
牛
滝
九
五
・
一

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
診
で
現
在
の
体
の
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
れ
を
生
活
改
善

に
生
か
し
て
こ
そ
よ
り
健
康
な
明

日
が
約
束
さ
れ
る
の
で
す
。
定
期

的
に
健
診
を
受
け
、
人
生
八
〇
年

時
代
を
い
つ
ま
で
も
若
く
、
元
気

に
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

圓
佐
井
村
の
基
本
健
康
診
査
の

結
果
に
つ
い
て

基
本
健
康
診
査
の
結
果
を
毎
年

健
康
手
帳
に
貼
り
、
去
年
と
結
果

を
比
べ
な
が
ら
、
生
活
の
改
善
に

む
け
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る

大
も
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

昨
年
、
基
本
健
康
診
査
を
受
診

し
た
大
の
中
で
、
「
異
常
な
し
」

の
大
は
一
四
六
人
（
ニ

ー
・
一

パ
ー
セ
ン
上

、
病
気
治
療
中
の

人
は
一
四
一
人
（
二
〇
・
四
ハ

ー

セ
ン
上

で
し
た
。
こ
れ
以
外
の

半
教
以
上
の
人
は
、
何
ら
か
の
病

気
の
疑
い
が
あ
る
と
い
う
結
果
で

し
た
。
（
表

―
参
照
）

判
定
結
果
を
み
る
と
、
高
脂
血

症
、高
血
圧
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

平成５年度（受診者数 ６９１人）

６月

の
保
健
事
業

９
日
閑

１４
日
叫

’ヽ相
談
日

２２
日
火

｝（
（

９
時
～
１２
時

２８
日
㈹
場
所

役
場
健
康
相
談
室

電
話
で

の
相
談
も
受
付
け
し
ま

す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ

さ
い
。

２
日
閑

リ
（

ビ
リ
教
室

時
間

午
後
１
時
～
３
時
３０
分

場
所

あ
す
な

ろ

８
日

水

磯
谷
地
区
看
護
教
室

時
間

午
前

１０
時

～
午
後
２
時

場
所

磯
谷
地
区

漁
民
研
修
セ

２７
日
前

食
生
活
改

善
推
進
員
研

修
会

（
母

と
子

の
料
理

教
室
事
前
研

修
）

時
間

午
前
１１１１
時
～
午
後
２
時

場
所

振
興
セ
ン
タ
ー
和
室



ぺ
血
圧
が
高
い
と
い
わ
れ
た
ら
Ｖ

長 い 間 放 置 し て お く と

い ろ い ろ な 病 変 を

ひ き 起 こ す

１度の血圧測定 で正常値よりも高

かったからといって高血圧とはいえま

せん。血圧は食事や運動。精神面など

の影響を受けやすいので、定期的に

チェソクしていく必要があります。し

かし、高血圧と診断されたら放置Ｌて

はいけません。動脈硬化をはじめとＬ

て、脳。・Ｃ瞿、腎臓などに病変を起こＬ、

生命が危険になることも少なくありま

せん。

のほか、食生活や運動など、日常生活

の節制力僵 要なポインＨこなります。

・血田 齡 詮 の基準

碌｛⊃〔世界保啣 辰卜こよ卻 単位：Ⅲ籾

放っておくとどうなる？

巾動脈硬化か起こ る， 必麩脈硬化が続くと心

肥大が起こる。この状

態を放圖すると心臓は

ますます疲ｎさって、

全身に血液を送り出す

ポンプ作用が弱まり、

心不全になる。

③臓出血や脳梗塞が起

こる，

φ心臓の冠動脈に動脈

硬化が起こると 、狭心

症や心筋梗塞が起こる。

⑤腎臓に動脈硬化が起

こると腎硬化症が起こ

り，それが進行すると

腎不全や尿毒症を起こ

す。

た
咼
脂
血
症
と
い
わ
れ
た
ら
Ｖ

●発生率

低い一コレステ囗一ル値→高い

（小町喜男筑波大学教授による）

高くても低くても

いけない
コレステロール値

コレステロールは細胞をつくる

成分として。またホルモンやビタ

ミンＤなどの原科として大切な役

割を果たしている脂肪の一種です。

ですから。少なすぎると即螺や脳、

血管などに栄養がいかなくなり、

脳卒中が起こりやすくなります。

多すぎず、少なすぎず、ほどほど

に保つのが健康の秘訣です。

中性脂肪と
コレステロールの

関係
血液中に中・剴 旨肪がふえると、

善玉（ＨＤＬ）コレステロールが

滅って きます。それだけ動脈硬化

を促進するというわけです。この

中｜生』旨防をふやさないためには、

ふとりすぎ、アルコールの飲みす

ぎ、糖分のとりす ぎに気をつけて

ください。

成 人 病 の 元 凶 、

動脈硬化を招きやすい

高厠血症とは、血液中の脂肪分、

つまりコレステロールや中‘幽 旨肪

が高い状態 をさします。どちらも

体に必要なエ ネルギー源ですが、。

たまりすぎると動脈硬化をひき起

こし。高血圧や心筋梗塞の原因と

なります。

コレステ囗一ＪＬ，４こは，

動脈の血管愆にたまっ

て動脈硬化を促進する

悪玉 〔ＬＤＬコレステ

ロール〕と，その悪玉

を血管壁から酊臓に運

び去る善玉 （ＨＤＬコ

レステロール）があり

ます。善玉を ふやし悪

玉を減らすように ，食

生活を中心とした生活

改呑をすることが大切

です。

〈表１〉基本健康診査 判定結果より

平成４年度 （受診者数 ７０８人）

精神保健相談窓口及び老人精神相談

窓口 の開 設日 について

むつ保健所では、精神保健に関連した健康相談を実施し
ていますＯ
心の健康面で気になっていること、老人性痴呆（いわゆ

るボケ）、アルコール問題などの相談に応じておりますの
で、お気軽においでください。

※ また、保健所ではボケ症状等問題行動があって診断が

ついていない人を、精神科の先生と保健婦が直接訪問す
る“在宅ケア“も行っております。
詳しくは、保健所まで

問い合わせ先：むつ保健所

０２４－１２３１

２８
日

㈹

乳
児

∴

歳
半

・
二
歳

児

健
診

時
間

午
後
１２

時
３０
分

～
１２
時

４５
分
受
付

場
所

振
興
セ
ン
タ
ー
和

室

対
象

（
乳
児
）

平

成
５
年

１１
月

～
平

成
６
年
２
月
生

二

歳
半
児
）

平

成
４
年

１０
月

～
同
年

１２
月
生

匸

歳
児
）

平

成
４
年

４
月～
６
月
生

基
本
健
康
診
査

の
結
果
報
告
及

び

事
後
指
導

２３
日
米

古
佐
井

地
区

２４
日
㈲

大
佐
井

地
区

２９
日
米

原
田
地
区

３０
日
米

矢

越
地
区

時
間
・
場
所
は
、
後
日
連

絡
し

ま
す
。



教

育

だ

よ

り

‐１
佐
井
村
青
少
年
健
全
育
成
推
進
員
」
を

ご
存
じ
で
す
か

青
少
年

健
全
育

成
推
進

員
は
あ

す

の
佐
井
村

を
担
う

青
少
年

の
健
や

か

な
成
長

を
願

い
、

そ
の
育

成
を
は

か

る
こ
と
を

目
的

に
村
長

か
ら
委
託
を

受

け
て
次

の
よ
う

に
活
動

を
し
て

い

ま
す
。

一
、
青
少
年

の

健
全
な
育

成
の
た

め

の
地
域

活
動

の
促
進
。

二

、
青
少
年

関
係
機

関
と

の
連
絡
及

び
協
力

。

三

、
青
少
年

団
体
等

の
活
動

の
促
進

及
び
指
導

者
の
養
成
。

四

、
青
少
年
問
題
に
つ

い
て
の
相
談
。

五
、
青
森
県

青
少
年

健
全
育

成
条
例

の
啓
蒙
、
普

及
。

六

、
そ
の
他

青
少
年

健
全
育

成
村
民

運
動

の
活
動

。

佐
井

村
青
少

年

健
全
育
成

推
進
員

は
十
一
名

で
、
次

の
方
々

が
各

地
区

を
担
当

し
て
い
ま

す
。

○
古
佐
井

内
田

信

義

⑩

二

九
三
八
）

若
山

一
雄

⑨

二

九
七
八
）

○
犬
佐
井

川
岸

延
子

酋

二

四
五
言

金
沢

一
夫

酋

二

六
一

巻

〇
原
田
池
田

進

⑩

四
〇
七
百

〇
川
目
伊

勢

和
幸

⑩

四
三

四
三

○
矢
越
宮
川
久
美
子
⑩
四
〇
〇
八
）

○
磯
谷
横
浜

仁
⑨
四
三
九
言

○
長
後
大
石

光
明
⑩
五
四
〇
言

○
福
浦
山
本

幸
治
⑨
五
一
三

匸

○
牛
滝
坂
井

文
明
⑨
五
言
二
七
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
民
生

委
員
法
に
よ
っ
て
人
格
識
見
が
高

く
、
社
会
福
祉
を
す
す
め
る
こ
と
に

熱
意
の
あ
る
方
が
厚
生
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
区
域

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る

人
々
の
実
態
を
把
握
し
、
適
切
な
指

導
や
福
祉
事
業
所
な
ど
の
関
係
機
関

に
協
力
す
る
な
ど
幅
広
い
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
役
割
を

に
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ド
地
域
の
人
々
の
実
態
を
把
握
す

る
。民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
常
に
地

域
の
人
々
の
生
活
の
把
握
に
努
め
、

そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
資
料
や
情
報

は
、
生
活
保
護
の
申
請
を
け
じ
め
、

老
人
福
祉
法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法

な
ど
援
護
措
置
の
適
用
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

囗
地
域
の
人
々
の
相
談
に
応
ず
る
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
担
当
す

る
地
域
の
人
々
の
生
活
、
病
気
、
高

齢
者
、
身
体
障
害
者
、
児
童
、
母
子

家
庭
な
ど
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
、

適
切
な
助
言
を
し
て
い
ま
す
。

⑤
保
護
を
必
要
と
す
る
方
に
適
切
な

指
導
を
す
る
。

調
査
や
相
談
の
相
果
、
保
護
を
必

要
と
す
る
方
が
い
た
場
合
、
問
題
の

解
決
に
向
け
た
指
導
を
し
ま
す
。
例

え
ば
、
経
済
的
に
苦
し
い
家
庭
に
対

し
て
は
生
活
保
護
や
さ
す
け
あ
い
資

金
、
生
活
福
祉
資
金
な
ど
の
有
効
な

制
度
の
利
用
を
助
言
し
、
そ
の
自
立

更
生
を
助
け
ま
す
。

ま
た
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
社
会

福
祉
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
制
度

を
十
分
説
明
す
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
に
連
絡
し
て
本
人
や
家
族
の
福

祉
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

四
社
会
福
祉
関
係
の
行
政
機
関
に
協

力
す
る
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
福
祉

事
務
所
な
ど
の
公
的
機
関
と
地
域
の

人
々
と
の
「
か
け
橋
」
の
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
例
え
ば
、
①
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
必
要
と
す
る
方
が
い
た
ら
、

福
祉
事
務
所
な
ど
へ
連
絡
す
る
。
②

関
係
行
政
機
関
が
行
う
各
種
調
査
や

生
活
指
導
に
対
す
る
協
力
を
す
る
こ

と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

佐
井
村
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

は
十
一
茗

で
、
次
の
方
々
が
各
地
区

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

○
中
道
、
黒
岩
、
浜
町
、
谷
地
町

佐

井

村

中

央
公

民
館

選

俳

句

田
名

部
ヒ
サ

風

に
の
る
冬
柴
陽
花

の
音
微

か

疎
ら
な
る
豆
柿
搖
す

る
吹
雪

か
な

寒
韵

や
自
作

の
花

瓶
に
優
し
く
も

大
坂

し
ん

残
す

の
山
肌
っ
っ
む
風
荒

ら
し

麗

か
な
日
を
浴
び
光

る
福
寿
草

石
戸
美
矢
子

何
食

う
て
そ
ん
な
に
肥
ゆ
る
寒
雀

地
吹
雪

や
か
す

か
に
月

の
照
り

に

け
り

北
窓
を
塞

ぎ
て
今
日

は
寒

の
入
り

川
岸

キ
ョ
子

小
寒
や

心
も
弛
む
日

の
温
み

造
花

か
と
触
れ
れ

ば
零

れ

る
枯
尾

花凍
て

つ
き
し
闇

の
向
こ
つゝ
は
過
疎

の
村
帰
白
鳥
孤
島
を
越
え
て
遠
の
け
り

蓬
摘
む
風

眠

る
野
を
足
早
に

三

上

敏

踏
み
歩
く
土
待
ち
上
げ
し
霜
柱

風

邪
寝

し
て
孤
り

い
た

わ
る
冬

座

敷誰
も
居

ぬ
土
蔵

の
中

の
冬
の
壁

高

き

ビ
ル
立

ち
並

び
け
り
冬

に
病

む

病
床
の
人
黙
々
と
凍
て
に
け
り

寒
鴉
ビ
ル
の
谷
間
に
降
り
立
ち
ぬ

採
血
の
窓
辺
に
逓
ぶ
寒
雀

毛
糸
諞
む
ベ
ッ
ト
に
あ
り
し
毋
の

冬

上
山

実

空
蝉
の
夏
大
木
に
し
が
み
っ
き

水
稲
の
実
ら
ぬ
ま
ま
に
風
騷
ぐ

寒
昂
蛇
口
の
音
を
確
め
り

餌
を
乞
い
に
首
傾
け
し
寒
雀

緑
孚
木
鳥
の
槌
音
近
し
春
隣

年
輪
に
宿
る
大
樹
の
力
瘤

西
谷

豊
彦

降
ろ
す
や
咳
止
め
薬
継
ぐ
深
夜

春
潮
の
巡
り
を
変
え
し
埋
立
地

犬
口
開
け
降
る
す
を
呑
む
吊
し
鱈

風
寒
し
逆
毛
立
て
た
る
群
雀

和
風
に
光
り
し
孫
の
ラ
ン
ド
セ
ル

艝
裁
き
血
染
め
の
雪
を
す
で
消
し

待
ち
切
れ
ず
朽
葉
を
割
り
し
蕗
の

薹波
消
し
の
波
に
呑
ま
れ
し
春
嵐

短

歌

大
坂

し
ん

衿
巻
に
個
性
の
セ
ン
ス
を
飾
り
行

く
若
き
に
我
れ
の
青
春
遠
し

上
山

実

冬
波
の
と
大
き
く
高
く
寄
せ
る
時

ひ
と
っ
の
波
に
海
は
か
く
れ
る



中
村

喜
一
酋
一
天

一
言

○
緑
町
、
新
町
、
大
町

山
本

正
酋
二
六
六
三

○
川
原
町
、
工
場
町
、
大
瀬
戸

金
沢

弘
子
⑩
四
一
〇
方

○
仲
間
、
浜
町
、
浦
町

奥
本

道
也
⑨
四
一
〇
八
）

○
新
町
、
川
目

島
野

利
勝
⑩
四

言
三

）

○
川
向
、
台
場

千
葉
き
み
ゑ
⑨
二

无

⊇

○
原
田
佐
藤

れ
ゑ
⑨
四
三
〇
八
）

○
矢
越
舘
脇

敏
雄
酋
四
三
九
百

〇
磯
谷
福
田

梅
吉
⑨
四
三
六
方

○
長
後
大
石

光
明
（
⑨
五
四
〇
方

○
福
浦
越
膳

き
み
酋

五
〇
五
百

〇
牛
滝
野
村

義
勝
酋
二

二
九
巴

主
任
児
童
委
員
と
は

近
年
「
健
や
か
に
子
ど
も
を
生
み

育
て
る
環
境
づ
く
り
」
が
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
児
童
福
祉
に
関
す
る
問
題

を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員

制
度
が
平
成
六
年
一
月
一
日
に
発
足

し
ま
し
た
。

主
任
児
童
委
員
は
民
生
児
童
委
員

の
よ
う
に
担
当
地
区
を
持
た
ず
、
従

来
の
各
地
区
担
当
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
一
体
と
な
っ
て
児
童
の
諸

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

そ
の
主
な
役
割
は
、

一
、
児
童
相
談
所
、
福
祉
事
務
所
な

ど
と
連
携
し
、
児
童
や
家
庭
な
ど
に

つ
い
て
情
報
収
集
を
行
う
。

二
、
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
の
た
め

の
啓
発
を
行
う
。

三
、
健
全
育
成
活
動
に
対
す
る
地
域

住
民
の
参
加
を
促
進
さ
せ
る
。

四
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
へ
の

児
童
の
参
加
促
進
を
支
援
す
る
。

五
、
母
子
保
健
事
業
へ
の
協
力
や
、

妊
産
婦
へ
健
康
診
査
等
の
受
諭
を
奨

励
す
る
。

ま
た
特
に
、

一
、
保
護
者
か
ら
虐
待
、
置
き
去
り

に
さ
れ
て
い
る
児
童
の
発
見
お
よ
び

実
情
の
把
握
。

二
、
児
童
相
談
所
な
ど
か
ら
の
調
査

へ
の
協
力
。

三
、
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
中
の
児

童
と
保
護
者
と
の
連
絡
調
整
、
お
よ

び
退
所
し
か
児
童
と
そ
の
保
護
者
へ

の
事
後
指
導
。

こ
の
よ
う
に
主
任
児
童
委
員
は
、

複
数
多
様
化
し
た
児
童
、
家
庭
問
題

に
対
処
す
る
こ
と
が
重
要
な
役
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。

佐
井
村
の
主
任
児
童
委
員
は
次
の

方
で
す
。

東
出

ミ
ヤ
酋

二
〇
三
（
）

児

童
手
当

制
度
の

あ
ら
ま
し

児
童
手
当
制
度
は
、
国
、
県
、
村

が
費
用
を
も
ち
あ
い
、
児
童
を
養
育

す
る
人
に
児
童
手
当
を
支
給
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
「
家
庭
に
お
け
る
生
活

の
安
定
」
と
「
次
代
の
社
会
を
に
な

う
児
童
の
健
全
な
育
成
と
資
質
の
向

上
」
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

○
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

回
二
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
こ
と
。

旦

削
年
の
収
入
が
一
定
の
額
に
満

た
な
い
こ
と
。

⑤
特
例
給
付

］
の
所
得
要
件
に
あ
て
は
ま
ら

な
い
た
め
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
な

い
被
用
者
（
厚
生
年
金
等
に
加
入
し

て
い
る
人
）
は
、
前
年
の
収
入
が
一

定
の
額
に
満
た
な
い
と
き
は
特
例
給

付
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
児
童
手
当
の
支
給
額

第
一
子
・
筈

一
子
に
つ
い
て
は
月

額
五
千
円
、
第
三
子
以
降
に
つ
い
て

は
月
額
一
万
円
か
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
児
童
手
当
の
認
定
と
支
払

児
童
手
当
の
支
給
要
件
に
あ
て
は

ま
っ
て
い
る
人
は
、
「
児
童
手
当
認

定
請
求
書
」
を
役
場
に
提
出
し
、
受

給
者
で
あ
る
こ
と
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

認
定
を
受
け
ま
す
と
、
請
求
を
し

た
月
の
翌
月
分
か
ら
毎
年
六
月
、
十

月
匸

一
月
の
三
回
に
分
け
て
、
そ
れ

ぞ
れ
前
月
ま
で
の
分
か
支
払
わ
れ
ま

す
の
で
早
目
に
請
求
し
て
下
さ
い
。

○
現
況
届

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
児
童
の
養
育
状
況
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
「
現
況
届
」
を
役
場
に
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

届
を
提
出
し
な
い
と
、
そ
の
後
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
福
祉

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

し
ん
し
ん
と
す
に
ぢ
積
む
か
月
の

軒
に
春
待
つ
蕗
の
薹
あ
り

平
成
五
年
冷
害

数
分
の
夏
太
陽
に
蜩
の
刻
を
楷
し

み
て
は
げ
し
く
嗚
け
る

厳
し
う
の
我
が
身
に
痛
く
風
立
ち

て
水
稲
の
穂
の
空
し
き
冷
夏

川
岸
キ
ョ
子

伝
承
の
習
わ
し
長
く
伝
え
た
し
朱

塗
の
膳
は
広
間
に
冴
え
る

目
時

道
枝

脳
外
科
療
棟
に
て

物
云
わ
ぬ
人
と
な
り
た
る
妻
の
脚

夫
洗
い
た
り
手
つ
き
細
や
か
に

紀
伊
半
島
水
族
館

ガ
ラ
ス
越
し
「
お
う
」
「
お
う
」

と
呼
び
掛
け
て
い
し
水
族
館
は
漁

夫
の
ふ
る
さ
と

南
の
水
族
館
を
北
の
漁
夫
飽
か
ず

眺
め
ぬ
似
た
る
魚
を

ト
タ
ン
打
つ
雨
音
夜
半
よ
り
は
げ

し
か
り
明
日
は
三
月
雪
も
消
え
ぬ

べ
し

今
日
は
ど
の
緑
の
山
を
葬
り
し
国

道
に
車
は
小
枝
落
せ
り

春
ス
キ
ー
の
行
き
先
は
湯
沢
か

次
々
に
若
者
ら
立
ち
ぬ
臭
い
残
し

て春
雨
の
細
か
き
粒
子
を
ワ
イ
パ
ー

は
拭
え
り
折
々
止
ま
り
会

話
す

宴
呆

て
し
桜

の
園

の
万
燈

は
夜
半

過
ぐ
れ

ば
陰
火
と
燃
え
む

孫

と

い
う
柵
み

の
中

の
朝
別

れ
洗

濯
機
は
ア

パ
ー
ト
戸

口
匚
あ
り

て

灯

切
る
弧

の
一
点

は
下
北

か
終
の

棲
み
宸
を
飛
行
機
よ
り
見

る

藤
島
津

賀
子

朝

日
射
す
卷
庭
明

る
く
緑
増
し

首

を
そ
ろ
え
て
水
仙

の
咲
く

潮
干

狩
り

の
友
よ
り

届
く
浅
蜊

貝

味

噌
汁
匂
う
夫
と

の
朝
餉

○
寄
稿

者
一
同
、
集

ま

る
機
会

が

な

く
、

通
信
教
育

の
様
式

を
、
長

年
続
け
て
き
ま
し
た
。

○
添
削

は
、
止

む
な
く
、
文
法

や

用
語

に
無
理

が
あ
る
場
合

に
し

ま

す
。
作

品
の
動
機

や
背
景

な

ど
を
、

細

や
か
に
書
き
知

ら
せ
て
く

る
方

も

あ
り
、

添
削
上
、
大

変
助

か
り

ま

す
。
時

々
、

意
味
不
明

の
作

品
も

あ
り

ま
す

が
、
努
力

と

継
続
が
大

事
で

す
。

○
次

回
／

切
よ
（

月
十
三

日
厳
守
。

送
稿

方
法

は
い
圭
ま
で

通
り
。
一

人
俳
句

は
五
句
。
短
は
六
首
ま
で

。

（
担
当
）



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

ｃ ０１７７－２３－２３７９

六
月
三
〇
日
は

自
動
車
税
の
納
期
限
で
す

納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行
、
信

用
金
庫
、
信
用
組
合
、
郵
便
局
の

ほ
か
、
県
で
指
定
し
た
農
協
及
び

漁
協
の
窓
口
で
も
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
組
合
を
通
じ
て
納
め
て

く
だ
さ
い
。

・

車

検

を

迎

え

る

み

な

さ

ん

へ

納
税
証
明
書
は
、
車
検
に
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
自
動
車
検
査

証
と
一
緒
に
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

※

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場

合
や
、
自
動
車
税
に
関
す
る
ご
相

談
は
、
お
気
軽
に
む
つ
県
税
事
務

所
ま
で
。

む
つ
市
中
央
一
丁
目
一
の
八

む
つ
県
税
事
務
所

納
税
課

（
電
話
二
二
－
三
一
〇
言

財

産

を

相

続

し

た

と

き

相
続
や
遺
贈
（
遺
言
に
よ
っ
て

財
産
を
譲
る
こ
と
）
に
よ
っ
て
財

産
を
も
ら
っ
た
時
に
は
、
相
続
税

が
か
か
り
ま
す
。

な
お
、
正
味
の
遺
産
額
が
基
礎

控
除
額
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
相

続
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

相
続
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限

は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

○
平
成
六
年
一
月
一
日
か
ら
二
月

二
十
八
日
ま
で
に
被
相
続
人
が
死

亡
し
た
場
合
・：
平
成
六
年
十
月
三

十
一
日

○
平
成
六
年
三
月
一
日
か
ら
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
に
被
相
続
人
が

死
亡
し
た
場
合
・：
死
亡
の
翌
日
か

ら
八
か
月
以
内

申
告
書
の
提
出
先
は
、
被
相
続

人
の
住
所
地
の
税
務
所
で
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

申

告

納

税

制

度

を

支

え

る

た

め

に

我
が
国
の
税
制
は
、納
税
者
が
、

自
ら
税
法
に
従
っ
て
自
分
の
所
得

と
税
額
と
を
正
し
く
計
算
・
申
告

し
て
納
税
す
る
と

い
う
、
申
告
納

税
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

税
務
署
で
は
、
申
告
納
税
制
度

の
基
本
で
あ
る
「
正
し
い
申
告
と

納
税
」
の
た
め
に
、
広
報
、
相
談
、

指
導
、
調
査
を
通
じ
て
、
正
し
い

税
知
識
の
普
及
や
税
負
担
の
公
平

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
や
税
理

士
会
な
ど
関
係
民
間
団
体
と
の
連

携
や
協
会
を
得
な
が
ら
申
告
納
税

制
度
の
定
着
に
努
め
て
い
ま
す
。

納
税
者
の
皆
さ
ん
、
税
を
正
し

く
理
解
し
正
し
い
申
告
と
納
税
を

し
ま
し
ょ
う
。

高
校
生
の
税
の
作
文
募
集

国
税
庁
を
は
じ
め
国
税
局
、
税

務
署
で
は
、
全
国
の
高
校
生
の
皆

さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る
作
文
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

」

応

募

資

格

高
校
生

■

テ

ー

マ

税
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
考
え
て

い
る
こ
と
や
意
見
な
ど
、
税
に

関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も

結
構
で
す
。

■

応

募

数

一
人
一
編
、
三
千
字
以
内

一

締

切

九
月
九
日
（
金
）
ま
で
最
寄
り

の
税
務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
総

務
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



国
保
の
し
お
り

乳

幼

児

医

療

費

給

付

事

業

の

お

知

ら

せ

＝

未

手

続

き

の

方

は

住

民

福

祉

課

ま

で

ど

う

ぞ

＝

村
で
は
、
乳
幼
児
（
出
産
か
ら
満
二
歳
に
達
す
る
誕
生
月
の
末
日

ま
で
）
を
対
象
に
、
医
療
費
給
付
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

転
入
な
ど
で
申
請
手
続
き
を
ま
だ
済
ま
せ
て
い
な
い
方
は
、
住
民

福
祉
課
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

△

対

象

年

齢

▽

・
乳
児
…
…
出
生
の
日
か
ら
一
歳

の
誕
生
月
の
末
日
ま

で
の
お
子
さ
ん
。

・
幼
児
…
…
一
歳
の
達
し
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
か

ら
二
歳
に
達
す
る
誕

生
月
の
末
日
ま
で
の

お
子
さ
ん
。

△
対
象
と

な
る
医

療
費
▽

・
乳
児
…
…
入
院
医
療
費
と
通
院

医
療
費

・
幼
児
…
…
入
院
医
療
費
の
み

※

た
だ
し
、
健
康
診
査
費
用
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

Λ
申

請
に
必
要
な
も
の
▽

健
康
保
険
証
、
印
か
ん

○

佐
井
村
に
出
生
届
を
な
さ
れ

る
方
は
窓
口
で
申
請
手
続
き
が

で
き
ま
す
の
で
、
届
出
の
際
に

健
康
保
険
証
、
印
か
ん
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

医療費の状況

〔２月診療分〕



学生のみなさん

国民年金の加入手続きは

お済みですか

平
成
三
年
四
月
か
ら
、
二
十
歳

以
上
の
学
生
の
方
々
に
も
国
民
年

金
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

も
し
未
加
入
で
す
と
将
来
、
老

齢
基
礎
年

金
が
満
額
に
な
ら
な

い
、
ま
た
在
学
中
に
不
慮
の
事
故
、

病
気
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ
た
と

き
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
住
民
票

の
あ
る
役
場
で
加
入
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
親
な
ど
が
代
理

で
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

保

険

料

心
納

付

は

免

除

制

度

も

あ

り

ま

す

保
険
料
は
月
額
一

二

一
〇
〇

円
で
す
。

し
か
し
、
一
般
的
に
学
生
に
は

収
入
が
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
本
人

や
親
元
世
帯
で
、
ど
う
し
て
も
保

険
料

が
納
め
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、

保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
将
来
老
齢
基
礎
年
金

を
も
ら
う
と
き
、
保
険
料
免
除
を

受
け
た
期
間
は
、
納
め
た
場
合
の

三

分
の
一

の
額
で
計
算

さ
れ
ま

す
。そ
こ
で
、
保
険
料
の
免
除
を
受

け
た
期
間
に
つ
い
て
、
十
年
前
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
「
追
納
」
と
い
う
制
度
が

あ
り
ま
す
。
後
で
経
済
的
に
余
裕

が
で
き
た
と
き
に
は
、
こ
の
制
度

を
利
用
し
て
、
将
来
の
年
金
を
豊

か
な
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

ビ
ー
ル
は
夏
の
季
語
で
す
。
昔

は
冬
は
熱
燗
、
夏
は
ビ
ー
ル
と
季

節
に
よ
っ
て
飲
む
も
の
が
決
ま
っ

て
い
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
い

ま
で
は
そ
う
し
た
区
別
が
な
く
な

り
、
ビ
ー
ル
は
一
年
中
飲
ま
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
と
と
も
に
、
季
節
商

品
か
ら
通
年
商
品
に
な
っ
た

の
で
す
。
と
は
い
え
、

。屋

上
ビ
ア
ホ
ー
ル
開
店
”
な
ど

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
は
、
や

は
り
夏
を
感
じ
ま
す
ね
。

ビ
ー
ル
の
売
れ
行
き
を
み

る
と
、
最
も
多
い
の
は
七
月

で
、
年
間
売
り
半
げ
（
平
成
四
年

言

の
匸

・
五
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
十
二
月
も
約
一

○
％
と
け
っ
こ
う
売
れ
て
い
ま
す
。

以
前
は
中
元
商
品
だ
っ
た
ビ
ー
ル

が
、
歳
暮
商
品
に
も
登
場
し
だ
か

ら
で
し
ょ
つヽ
か
。

さ
て
、
日
本
人
は
ど
の
く
ら
い

ビ
ー
ル
を
飲
む
の
で
し
ょ
う
か
。

成
人
一
人
当
た
り
の
消
費
量
は
、

年
間
七
四
ニ

リ
ッ
ト
ル
で
す
平

成
四
年
度
）
。
三
百
五
十
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
缶
に
換
算
し
て
、
一
人
当
た

り
約
二
百
十
二
本
に
な
り
ま
す
。

一
人
当
た
り
の
本
数
を
瓶
で
は
な

く
缶
で
試
算
し
た
の
は
、
瓶
ビ
ー

ル
の
売
り
上
げ
が
全
体
の
半
分
を

割
り
、
缶
ビ
ー
ル
が
主
流
に
な
っ

て
き
た
か
ら
で
す
。

缶
ビ
ー
ル
の
進
出
が
目
立
っ
て

き
た
の
は
十
年
以
上
前
か
ら
で
す

が
、
今
後
も
こ
の
傾
向
は
続
く
と

業
界
で
は
み
て
い
ま
す
。
缶
の
贈

答

セ
ッ

ト
の
伸

び
、

瓶
の
配

達

が
減

っ
た
こ

と
、
容

器
の

後
始
末

な

ど
が
缶

の
売
り
上

げ
増

に
大

き
な
影
響

を
与
え

て

い
る
と

い
わ
れ
て

い
ま
す

。

さ
て
、
夏

と
い
え

ば
休

暇
。

労
働

省
で

は
、

六

～
八
月

に

「
ほ

っ
と

ウ
イ
ー

ク
」
を
奨

励
し
て
い
ま
す
。
働
く
皆
さ
ん
、

長
期
休
暇
を
と
り
、
心
身
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
、
新
た
な
気
持
ち

で
仕
事
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

６ 月１日現在

交通事故死ゼロ

３，８７１日

佐
井
小
学
校
交
通
安
全
教
室
に
参
加
し
て

四
月
三
十
日
、
佐
井
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に

佐
井
駐
在
所
、
交
通
安
全
母
の
会
が
出
席
の
も
と

交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
附
田
部
長
の
お
話
し
が
あ
り
、
子
供
達

の
事
故
で
一
番
多
い
の
は
飛
び
出
し
に
よ
る
事
故

な
の
で
、
買
物
が
終
っ
て
店
を
出
る
時
や
交
差
点

で
は
十
分
気
を
つ
け
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
と
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し

た
。そ
の
後
に
、
一
・
二
年
生
は
多
目
的
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
三
年
生
か
ら
六
年
生
に
お
い
て
は
視
聴

覚
室
で
、
交
通
安
全
に
関
す
る
紙
芝
居
や
映
画
を

見
て
、
子
供
達
に
飛
び
出
し
の
危
な
さ
を
知
ら
せ

ま
し
た
。

そ
し
て
Ｉ
・
二
年
生
は
実
際
に
学
校
か
ら
道
路

に
出
て
横
断
歩
道
や
賑
や
か
な
所
で
の
道
路
の
渡

り
方
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

交
通
事
故
に
は
、
一
生
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

子
供
達
が
元
気
で
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
み

な
さ
ん
も
注
意
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

～
暴
走
を
し
な
い

さ
せ
な
い

見
に
行
か
な
い
～

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況 仟成６ヤ）尚尚逮市呂会

（ ）内は前年。累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。

交通マナー ・アップ 青森 ’９４運動

春季 平成６年５月１日～６月３０日 秋季 平成６年１０月１日～１０月３旧

運動の重点

Ｏ「ゆとり」と「ゆすり合い」のある交通行動の励行

スローガン ～心のゆとり が 身を守る～

毎月１日は交通安全家庭の日 １０日、２Ｃ，３０日は交通事故Ｕ口の日

シートベルト しめる心が 身を守る



原
子
力
だ
よ
り

原
子
力
発
電
所
先
例
地
観
察

研
修
参
加
者
（
一
般
住
民
）
の

募
集
に
つ
い
て

現
在
、
当
村
に
隣
接
す
る
大
間

町
に
お
い
て
電
源
開
発
㈱
に
よ
り

原
子
力
発
電
所
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
動
き
に
つ
い
て

広
報
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
り

お
知
ら
せ
し
た
り
、
実
際
に
原
子

力
発
電
所
を
見
て
原
子
力
発
電
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

今
般
、
下
記
要
領
に
て
先
例
地

視
察
研
修
参
加
者
（
一
般
住
民
）

を
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
り

多
く
の
村
民
（
特
に
未
視
察
者
）

の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■

視

察

日

程

並

び

に

視

察

先

Ａ
コ
ー
ス

六
月
二
十
八
日
～
三
十
日

泊
地
点

Ｂ
コ
ー
ス

七
月
五
日
～
七
日

泊
地
点

Ｃ
コ
ー
ス

ハ
月
三
十
日
～
九
月
一
日

女
川
地
点

Ｄ
コ
ー
ス

九
月
二
十
八
日
～
二
十
九
日

柏
崎
刈
羽
地
点

Ｅ
コ
ー
ス

十
月
十
二
日
～
十
四
日

島
根
地
点

一

研

修

内

容

発
電
所
概
況
説
明
－

発
電
所
構

内
見
学
－

彷
兀
周
辺
施
設
等
の
視

察■

募

集

対

象

者

以
下
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る

方
に
隕
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
満
十
八
才
以
上
の
村
民

・
原
則
と
し
て
、
今
ま
で
の
原
子

力
発
電
所
視
察
研
修
回
数
が
Ｉ

回
ま
で
の
方

一

募

集

定

員

・
各
コ
ー
ス
と
も
、
先
着
順
に
て

二
十
名
ま
で
と
し
ま
す
。

・
定
員
を
越
え
た
場
合
に
は
、
第

二
希
望
に
変
更
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

一

申

込

方

法

「
原
子
力
発
電
所
先
例
地
視
察

研
修
参
加
申
込
書
」
は
、
役
場
企

画
財
政
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
必

奕
事
項
を
記
入
の
上
、
申
込
締
切

日
ま
で
に
同
課
へ
提
出
し
て
下
さ

い
。Ａ
コ
ー
ス

六
月
十
三
日
（
月
）

Ｂ
コ
ー
ス

六
月
二
十
日
（
月
）

Ｃ
コ
ー
ス

ハ
月
八
日
（
月
）

Ｄ
コ
ー
ス

九
月
五
日
（
月
）

Ｅ
コ
ー
ス

九
月
十
九
日
（
月
）

１

通

知

方

法

視
察
参
加
者
に
は
、
詳
細
日
程

を
別
途
通
知
い
だ
し
ま
す
。

■

そ

の

他

・
村
主
催
の
視
察
研
修
と
し
ま
す

の
で
、
費
用
は
佐
井
村
の
条
例

に
基
づ
き
支
給
し
ま
す
。

・
視
察
実
施
前
に
事
前
説
明
会
を

実
施
し
ま
す
。

・
視
察
参
加
者
全
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

・
視
察
終
了
後
に
報
告
会
を
実
施

し
ま
す
。

・
申
し
込
み
人
数
が
少
な
い
場
合

や
、
視
察
内
容
の
都
合
な
ど
に

よ
り
、
日
程
・
視
察
先
の
変
更

を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

・
視
察
に
は
、
役
場
及
び
電
源
開

発
㈱
の
職
員
が
随
行
し
ま
す
。



各
種
団
体
に
お
け
る

原
子
力
発
電
所
先
例
地

視
察
研
修
の
進
め
方

現
在
、
原
子
力
発
電
所
先
例
址

視
察
研
修
は
「
一
般
住
民
」
と
「
各

種
団
体
」
と
に
区
分
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
般
住
民

の
原
子
力
発
電
所
先
例
地
視
察
研

修
目
的
は
、
原
子
力
発
電
所
を
実

際
に
見
る
こ
と
に
よ
る
原
子
力
発

電
所
の
安
全
性
に
つ
い
て
の
理
解

に
重
点
を
お
い
て
い
ま
す
。
一
方
、

各
種
団
体
の
原
子
力
発
電
所
先
例

地
視
察
研
修
の
目
的
は
、
原
子
力

発
電
所
の
安
全
性
に
つ
い
て
確
認

す
る
こ
と
等
と
共
に
、
各
種
団
体

の
振
興
・
発
展
に
役
立
て
る
こ
と

に
重
点
を
お
い
て
い
ま
す
。
こ
の

各
種
団
体
の
視
察
目
的
を
果
た
す

た
め
に
、
各
種
団
体
の
原
子
力
発

電
所
先
例
地
視
察
研
修
は
、
次
の

要
領
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
各
種
団
体
の
原
子
力
発

電
所
視
察
研
修
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
役
場
企
画
財
政
課
に
随
時
お

申
し
込
み
下
さ
い
。
（
串
込
書
は

役
場
に
あ
り
ま
す
。
）

■

第

一
段

階

各
種
団
体
が
自
治
体
の
現
在
の

問
題
点
・
課
題
を
把
握
す
る
。

一

第

二

段

階

各
種
団
体
が
、
第
一
段
階
で
把

握
し
た
問
題
点
を
ど
の
よ
う
に
解

決
し
て
い
く
か
等
の
検
討
を
行

■

第

三

段

階

第
二
段
階
で
検
討
し
た
問
題
点

の
解
決
に
向
け
て
、
先
例
地
視
察

が
有
効
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
を
活
用
す
る
。

先
例
地
視
察
を
活
用
す
る
に
あ

た
り
、

・
事
前
説
明
会
の
開
催
（
先
例
地

視
察
参
加
者
へ
の
視
察
研
修
目

的
の
周
知
徹
底
）

・
事
後
報
告
会
の
開
催
（
先
例
地

視
察
研
修
を
今
後
の
各
種
団
体

の
振
興
に
役
立
て
る
た
め
）

・
視
察
参
加
者
全
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
視
察
研
修
目
的
箇
所
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
原
子
力
発
電

所
地
点
周
辺
に
限
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

今
後
も
、
原
子
力
発
電
所
視
察

研
修
を
随
時
実
施
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
要
望
や
不
明
な

点
等
に
つ
き
ま
し
て
、
役
場
企
画

財
政
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

（
昔
三
八
－

二
一
一

匸

………し丶し丶街がつなかって ………

…………… つなかって ………………

…………まあるい地球……………

ま 右 づ く り 月 間



今月 の 休 診 日

１４日（火）

第２火曜日

２８日（火）

第４火曜日

＝佐井診療所＝

青
い
森
の
フ
ォ
ト
コ
ン

ー７
ス
ト

作

品

募

集

」

題

材

県
内
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ

れ
ば
、
風
景
、
祭
り
、
史
跡
、
文

化
財
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
自
由
で
す
。

な
お
、
平
成
五
年
三
月
か
ら
平

成
七
年
二
月
末
ま
で
に
撮
影
さ
れ

た
も
の
に
隕
り
ま
す
。

一

応

募

資

格

ブ
ロ

ー
ア

マ
チ
ュ

ア
を
問
わ

ず
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■

応

募

締

切

平
成
七
年
二
月
二
十
八
日

一

応

募

先

青
森
県
広
報
広
聴
課
内

「
青
い
森
の

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
係

〒
○
三
〇

青
森
市
長
島
一
－

一
―
一

」

入

賞

活

彩

あ

お

も

り
大

賞

一

点

賞

状

と

副

賞

五

十
万

円

特

選三

点

賞

状

と

副

賞
二

十
万

円

入

賞十

五

点

賞

状

と

副

賞

五
万

円

佳

作五

十

点

記

念

品

○

応

募

規
定

な

ど
詳

し

く

は

、

県

庁

広

報

広
聴

課

（

登
○

一
七

七
－

二

二

―
一

一

一

一

内

線

二

二

〇

八

）
へ

お

問

い
合

わ
せ

く
だ

さ

い

。

な
お
、
応
募
要
項
を
記
載
し
た

チ
ラ
シ
を
市
町
村
役
場
、
各
カ
メ

ラ
店
に
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ニ

ュ

ー

ス

ポ

ー

ツ

講

習

会

の

参

加

者

募

集

齟
青
森
県
長
寿
社
会
振
興
財
団

で
は
匸
局
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
推
進
す
る
た
め
に
開
催
し
ま

す
。
受
講
資
格
は
県
内
に
居
住
す

る
概
ね
六
十
歳
以
上
の
方
で
佐
井

村
会
場
は
、
６０
人
程
度
を
募
集
し

ま
す
。
受
講
料
は
無
料
。
昼
食
は
各
自

で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
希
望
者

は
福
祉
係
ま
で
６
月
１３
囗
㈲
ま
で

申
し
込
み
下
さ
い
。

●
開
催
日
・
会
場

６
月
２２
日
水
佐
井
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド

●
講
習
種
目

日
グ
ラ
ウ
ン
ド

ー
ゴ
ル
フ

ぐ⊃

ペ
タ
ン
ク

＜ 日 程＞

９：３｛｝～１０：００ 受 付

１０：００～１０：１〔〕 開会・日程説明

１０：１０～１２：〔〕０ 講習１「クラウン

ド・ゴルフ」

１２：０｛｝～１３：００ 昼 食

１３：００～１４：５０ 講習２「ペタンク」

１４：５０～１５：００ 閉 会

青
森
シ
ニ
ア
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

目
的
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
と
し

て
参
加
者
が
船
上
等
で
各
種
研
修

や
共
同
生
活
な
ど
を
通
じ
て
自
己

研
鑚
に
励
み
、
多
く
の
仲
間
と
交

流
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
生
き

が
い
の
高
揚
と
社
会
参
加
活
動
へ

の
助
長
に
努
め
る
と
と
も
に
今
後

の
地
域
活
動
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

実
施
主
体

財
団
法
人
青
森
県
長
寿
社
会
振

興
財
団

実
施
期
間

平
成
六
年
九
月
五
日
㈲
か
ら
九

月
八
日
團
ま
で
の
三
泊
四
日

使
用
船
舶

に
っ
ぽ
ん
丸
（
二
二
、
〇
〇
〇

ト
ン
）

日
程
及
び
コ
ー
ス

九
月
五
日

青
森
港
出
港
～
洋
上

研
修
～
船
上
泊

九
月
六
日

洋
上
研
修
～
船
上
泊

九
月
七
日

東
京
港
晴
海
埠
頭
～

陸
上
研
修
～
い
わ
き
市
泊

九
月
八
日

陸
上
研
修
～
青
森

着
。
解
散

参
加
資
格

］
県
内
に
居
住
す
る
満
６０
才
以
上

（
平
成
六
年
九
月
一
日
現
在
）

口

心
身
と
も
に
健
康
な
者

日
過
去
に
シ
ニ
ア
洋
上
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
て
い
な
い
者

参
加
申
し
込
み

平
成
六
年
六
月
一
日
か
ら
六
月
三

十
日
ま
で
と
す
る
。

佐
井
村
の
参
加
枠

二
名
以
内

経
費
参
加
負
担
金
一
人
五
〇
、
〇
〇

〇
円
、
そ
の
他
健
康
診
断
書
料
自

己
負
担
で
す
。

自
宅
か
ら
出
港
址
、
解
散
址
ま

で
は
、
村
で
送
迎
し
ま
す
。
こ
の

実
施
要
綱
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
先
は
、
役
場
福
祉
係
へ

電
話
三
八
－

二
一
一
一
（
内
線
三
五
）



平

成

六

年

度

固

定

資

産

税

の

路

線

価

等

の

公

開

に

つ

い

て

平
成
六
年
度
評
価
替
後
の
宅
地
の
評
価
額
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

公
開
し
ま
す
。

１
、
字
大
佐
井

仲
町
通
り

一
九
、
六
〇
〇
円

２
、
字
大
佐
井

浜
町
通
り

一
五
、
二
六
〇
円

３
、
字
古
佐
井

川
原
町
通
り

一
四
、
〇
〇
〇
円

４
、
字
古
佐
井

大
瀬
戸
付
近

匸
一
、
六
〇
〇
円

５
、
字
大
佐
井

新
町
通
り

八
、
四
〇
〇
円

６
、
字
糠
森

大
佐
井
橋
付
近

七
、
ニ

ー
○
円

フ
、
字
古
佐
井

大
町
通
り

六
、
九
三
〇
円

８
、
字
糠
森

役
場
付
近

六
、
三
〇
〇
円

９
、
字
古
佐
井
川
目

保
育
所
付
近

六
、
二
三
〇
円

１０
、
字
大
佐
井
川
目

診
療
所
付
近

五
、
六
七
〇
円

‥囗
、
字
八
幡
堂

八
幡
宮
付
近

五
、
六
〇
〇
円

１２
、
字
黒
岩

黒
岩
橋
付
近

四
、
五
五
〇
円

１３
、
字
原
田

漁
協
支
所
付
近

四
、
二
〇
〇
円

１４
、
字
湯
ノ
川
越

青
年
会
館
付
近

三
、
九
二
〇
円

１５
、
字
大
佐
井
川
目

川
目
橋
付
近

三
、
三
六
〇
円

１６
、
字
磯
谷

集
会
場
付
近

三
、
五
〇
〇
円

ヤ

字
長
後

長
後
橋
付
近

三
、
一
五
〇
円

１８
、
字
福
浦
川
目

集
会
場
付
近

二
、
八
〇
〇
円

１９
、
字
牛
滝

小
中
学
校
付
近

二
、
三
八
〇
円

２０
、
字
野
平
海
峡
ラ
イ
ン
入
口
付
近

二
、
一
〇
〇
円

お
役
に
立
っ
て
い
ま
す

郵
便
局
の
簡
易
保
険

厚
生
年
金
・
国
民
年
金

積

立

金

み
な
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
郵
便
局
の
簡
易
保
険

や
厚
生
年
金
・
国

民
年
金
の
積
立
金
は
、
村
の
公
共
施
設
の
整
備
資
金
と
し
て
村
に
還
元

融
資
さ
れ
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
五
年
度
に
は
、
次
の
各
事
業
に
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。

○
郵
便
局
の
簡
易
保
険
積
立
金

村
道
牛
滝
線
改
良
事
業

六
、
〇
〇
〇
千
円

牛
滝
地
区
教
職
員
住
宅
整
備
事
業

一
五
、
七
〇
〇
千
円

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

一
一
一
、
七
〇
〇
千
円

○
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
積
立
金

佐
井
地
区
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業

五
四
、
五
〇
〇
千
円

牛
滝
地
区
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業

三
九
、
三
〇
〇
千
円

お

元

気

で

す

が

出

稼

耆

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
仕
事

に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
、

現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す

か
。
こ
の
ペ
ー
ジ
は
現
地
と
ふ
る

さ
と
を
結
ぶ
か
け
橋
で
す
。
現
地

で
の
情
報
、
お
た
よ
り
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

出
稼
労
働
者
対
象
の
車
両
系
建
設

機
械
運
転
技
能
講
習
受
講
者
を
募

集
し
て
い
ま
す

車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講

習
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。こ
の
講
習
は
、
機
械
体
重
が
三

ト
ン
未
満
と
三
ト
ン
以
上
の
二
種

類
が
あ
り
、
ど
ち
ら
の
講
習
も
、

県
が
出
稼
労
働
者
の
雇
用
機
会
の

拡
大
及
び
労
働
安
全
の
確
保
を
図

る
た
め
、
受
講
料
を
県
で
負
担
し

て
「
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

青
森
県
支
部
」
に
委
託
し
て
実
施

し
て
い
る
労
働
安
全
衛
生
法
の
基

づ
く
講
習
で
す
。

日
時
・
場
所
・
受
講
資
格
な
ど

の
詳
し
い
こ
と
は
、
住
民
福
祉
課

住
民
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

霓
二
八
－

二
一
一
一



人
権
擁
護
委
員
制
度

六
月
一
日
は
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

昭
和
二
十
三
年
に
政
令
に
基
づ

い
て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け

ら
れ
、
翌
二
十
四
年
六
月
一
日
に

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、

国
民

の
基
本
的
人
権
を
擁
護
す

る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権

の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で

す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度

の
始
ま
り
で
す
。

人
権
は
、
人
間
が
平
和
に
生
き

て
い
く
う
え
で
最
も
大
切
な
権
利

で
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
、
あ
な

た
も
私
も
み
ん
な
人
権
が
尊
重
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が

お
互

い
に
人
権
を
守

る
こ
と

に

よ
っ
て
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
こ

と
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
六
月
一
日
を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心

に
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人
権

思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

あ
な
た
の
村
に
は
佐
井
村
長
か

ら
推
薦
さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
お

り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

●
山
本

正
（
⑩
二
六
六
二

●
三
戸

重
一
（
⑩
二
四
三
六
）

●
佐
々
木
寛
昭
（
⑩
二
二
七
六
）

佐
々
木
委
員
は
長
年
の
活
動
に

対
し
、
五
月
十
二
日
に
「
青
森
地

方
法
務
局
長
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
六
年
度
身
体
障
害
者
巡
回
審
査

及
び
更
生
相
談
の
日
程
（
む
つ
下
北
地
域
）

一

受

付

時

間

八
時
三
十
分
～
十
一
時
（
た
だ

し
、
肢
体
は
九
時
～
十
一
時
）

審
査
時
間

九
時
～
十
二
時

■

対

象

者

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
る
た
め
審
査
を
必
要
と

す
る
者

・
市
町
村
及
び
地
方
福
祉
事
務

所
長
か
ら
再
認
定
の
通
知
を

受
け
た
者

・
障
害
程
度
に
変
化
が
あ
り
、

等
級
の
変
更
を
必
要
と
す
る

者
・
義
肢
、
装
具
等
補
装
具
（
電

動
車
イ
ス
、
モ
ジ
ュ
ラ
ー
は

除
く
）
の
交
付
、
再
交
付
又

は
修
理
を
必
要
と
す
る
者

・
生
活
、
医
療
、
施
設
入
所
等

の
相
談
を
希
望
す
る
者

（
注
）
脳
卒
中
等
に
つ
い
て

は
、
発
病
後
三
ヶ
月
未
満
の

■

受

信

者

の

持

参

資

料

者
は
除
く
。

・
健
康
保
健
証

（
国
民
健
康
保
健
証
）

・
身
体
障
害
者
手
帳

（
所
持
者
の
み
）

・
心
臓
・
呼
吸
器
機
能
障
害
者

は
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真

○
お
問
い
合
せ
は
、
役
場
福
祉
係

（
内
線
三
五
）
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

平 成 ６ 年 度

調 理 師 国 家 試 験

準備講習会受講者募集について

○平成６年度調理師試験

未定（８月～９月の間）

受験準備講習会

日程、場所未定（８月頃）

時間…９時頃～４時半頃で

３日間を予定

詳細は願書配布時に案内

○問い合わせ先

下北食品衛生協会

Ｓ２９－３２１４

むつ保イ建所

０２４－１２３１

。大
好
評
々
野
菜
無
人
市

・
川
目

ば
ほ
え
み
生
活
改
善

グ

ル
七
フ
（
代
表

工
藤
ア
サ
）

は
川
目
集
落
内
の
県
道
沿

い

に
面
し
た
荒
川
政
勝
さ
ん
宅

前
で
開
放
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
で
三
年
目
を
迎
え
、
利

用
者
か
ら
は
「
新
鮮
で
安
い
」

と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

・
農
協
婦
人
部
は
昨
年
に
引
き

続
き
、
ア
ル
ザ
ス
前
で
野
菜

と
花
の
無
人
市
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

一

開
設
月
日

六
月
十
日
㈲
か



お いし い コ ーヒ ーの

い れ方

＝新しい豆を選ぶことが大切＝

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
い
れ
る

に
は
、
ま
ず
新
し
い
豆
を
選
ぶ
こ

と
で
す
。
コ
ー
ヒ
上
豆
が
新
し
い

か
古
い
か
を
見
分
け
る
簡
単
な
方

法
は
、
豆
を
一
粒
、
指
で
つ
ぶ
し

て
み
る
こ
と
で
す
。

パ
チ
ッ
と
軽
い
音
が
す
れ
ば
、

ま
ず
新
し
い
豆
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
豆
を
一
つ
か
み
し
て

床
に
落
と
し
、
カ
ラ
カ
ラ
と
輊
い

音
を
た
て
れ
ば
新
鮮
な
豆
と
い
え

ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
の
い
れ
方
で
代
表
的

な
の
が
、
ド
リ
ッ
プ
式
と
サ
イ

フ
ォ
ン
式
で
す
。
ド
リ
ッ
プ
式
は

完
全
に
沸
謄
さ
せ
た
お
湯
を
、
少

し
さ
ま
し
て
コ
ー
ヒ
ー
の
粉
に
注

ぎ
ま
す
。
そ
の
際
、
お
湯
を
ド
リ
ッ

プ
の
中
心
か
ら
外
に
描
く
よ
う
に

注
ぎ
、
泡
を
た
く
さ
ん
た
て
ま
す
。

泡
か
お
さ
ま
っ
た
ら
、
同
じ
方
法

で
お
湯
を
注
ぎ
ま
す
。
こ
う
す
る

と
コ
ー
ヒ
ー
の
粉
が
膨
張
し
、
香

り
と
昧
が
引
き
立
ち
ま
す
。

サ
イ
フ
ォ
ン
式
は
、
ま
ず
上
下

二
段
あ
る
フ
ラ
ス
コ
の
下
の
ボ
ー

ル
に
水
を
入
れ
、
下
か
ら
火
を
か

け
て
沸
謄
さ
せ
ま
す
。
そ
の
後
、

あ
ら
か
じ
め
コ
ー
ヒ
ー
の
粉
を
入

れ
て
あ
る
上
の
ボ
ー
ル
を
差
し
込

み
ま
す
。
初
め
か
ら
上
の
ボ
ー
ル

を
セ
ッ
ト
し
て
し
ま
う
と
、
フ
ラ

ス
コ
内
の
水
が
沸
謄
す
る
前
に
蒸

気
で
粉
が
湿
り
、
コ
ー
ヒ
ー
の
ア

ク
が
出
て
味
が
落
ち
ま
す
。

蒸
気
圧
に
よ
っ
て
熱
湯
が
上
の

ボ
ー
ル
に
上
か
っ
て
き
た
ら
、
静

か
に
粉
を
ほ
ぐ
す
程
度
に
か
き
回

し
ま
す
。
こ
の
と
き
、
か
き
回
し

過
ぎ
る
と
苦
み
が
出
ま
す
。
熱
湯

が
完
全
に
上
の
ボ
ー
ル
に
上
が
り

一
分
た
っ
た
ら
火
を
消
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
飲
ん
だ
後
の
粉
を

捨
て
て
し
ま
う
人
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
粉
は
、
油
を
吸
収
す

る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
油
で
汚
れ

た
お
且
な
ど
に
振
り
か
け
て
こ
す

り
、
お
湯
で
洗
う
と
油
が
き
れ
い

に
落
ち
ま
す
。
ま
た
、
粉
を
干
し

て
乾
燥
さ
せ
、
さ
ら
し
で
作
っ
た

小
さ
な
袋
に
入
れ
、
囗
を
し
っ
か

り
閉
じ
ま
す
。
戸
棚
や
冷
蔵
庫
に

入
れ
て
お
く
と
、
脱
臭
剤
と
し
て

役
立
ち
ま
す
。

戸籍の窓口
５月１４日現在

○お誕生おめでとう

松橋 諒久（徹） 古佐井

和田 七依（寛） 大佐井

○ご結婚おめでとう

（ 萩野 正樹 群馬県

東出さぬ子 原 田

（ 磯川 秀道 大佐井

東 旬子 北海道

（田中 竹彦 袒 浦

宮川実穂子 古佐井

（ 熊谷 直喜 大間町

金丸めぐみ 大佐井

（ 横浜 晃 磯 谷

遠藤 範子 埼玉県

Ｏおくやみ申し上げます

木下興三郎（昇次） 矢 越

山口 さだ（捷夫） 大佐井

福田 かと（福美） 古佐井

松田 遵吉（さわ） 古佐井

岩崎 たよ（治義） 大佐井

４月３０日現在人口

男 ∵ア∠ドア（＋２）

女 １，７６８（＋９）

計 ３，５１５（十Ｕ）

世帯数１，１０６（＋２２）
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